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damage index Questionnaire; LDIQ）は、 SLE 患者の蓄積障害を評価するため
に作成、検証された、英語版の患者報告アウトカム指標である。今回我々は日
本語版の LDIQ を翻訳、作成し、妥当性と信頼性を検証した。東京女子医科大学
膠原病リウマチ痛風センターに通院する SLE 患者 259 名が、新たに作成された
日本語版 LDIQ に回答した。担当医が SLE 蓄積障害指数（ SDI）と SLE 活動性指
標（ SLEDAI-2K）を算出した。患者は翌年も調査された。結果、 LDIQ は、 SDI
との良好な相関を示したが、SLEDAI-2K とは相関せず（Spearman's ρ は各々ρ= 
0.75、-0.08)、SDI の収束的妥当性と弁別的妥当性が示された。SDI のテスト間
の信頼性も良好であった（級内相関係数  = 0.85）。日本語版 LDIQ は、元の英語
版と同等の、良好な信頼性と妥当性を有することが確認され、有用な患者報告
アウトカム指標であると考えられた。  
